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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、各種政策効果等を背景に、輸出環境の改善

や生産の増加から企業収益が改善するなか、設備投資に持ち直しが見られるなど、国内景気は緩

やかな回復基調で推移しました。 

当社およびグループ各社は、中期経営計画に基づき、総力を挙げて採算性重視の受注活動およ

びコストダウンに取り組んでまいりました結果、当第３四半期連結累計期間の業績は次のとおり

となりました。 

当第３四半期連結累計期間の受注高は、前年同四半期連結累計期間（以下「前年同四半期」と

いいます。）を12.2％上回る1,964億78百万円となりました。 

一般設備は前年同四半期を15.1％上回る1,303億91百万円、産業設備は前年同四半期を4.8％上

回る609億29百万円となった結果、設備工事事業は前年同四半期を11.6％上回る1,913億21百万円

となりました。設備機器の製造・販売事業は、前年同四半期を41.7％上回る50億25百万円となり

ました。また、その他は、前年同四半期を4.2％下回る１億31百万円となりました。その構成比は、

一般設備が66.3％、産業設備が31.0％、あわせた設備工事事業は97.3％、設備機器の製造・販売

事業が2.6％、その他が0.1％であります。 
 

当第３四半期連結累計期間の売上高は、前年同四半期を9.7％下回る1,509億69百万円となりま

した。 

一般設備は前年同四半期を6.3％下回る984億50百万円、産業設備は前年同四半期を16.7％下回

る478億62百万円となった結果、設備工事事業は前年同四半期を10.0％下回る1,463億13百万円と

なりました。設備機器の製造・販売事業は、前年同四半期を0.7％上回る45億23百万円となりまし

た。また、その他は、前年同四半期を4.2％下回る１億31百万円となりました。その構成比は、一

般設備が65.2％、産業設備が31.7％、あわせた設備工事事業は96.9％、設備機器の製造・販売事

業が3.0％、その他が0.1％であります。 
 

当第３四半期連結会計期間末の繰越高は、前年同四半期連結会計期間末を25.6％上回る2,107億 

88百万円となりました。 
 
第１四半期連結会計期間から、中期経営計画に基づき、重要性が増したタカサゴベトナムCo., 

Ltd.を連結の範囲に含めております。このことに伴い、当第３四半期連結累計期間の受注高は２

億17百万円、売上高は７億24百万円、繰越高は１億45百万円それぞれ増加しております。 
 

当第３四半期連結累計期間の損益は、営業利益は６億81百万円（前年同四半期は営業損失14億

05百万円）、経常利益は15億80百万円（前年同四半期は経常損失５億34百万円）、四半期純利益

は６億21百万円（前年同四半期は四半期純損失11億49百万円）となりました。 
 
セグメントごとの業績は次のとおりであります。（セグメントごとの業績については、セグメ

ント間の内部売上高等を含めて記載しております。） 

（設備工事事業） 

売上高は前年同四半期を10.0％下回る1,463億13百万円、セグメント利益（営業利益）は４億93

百万円（前年同四半期はセグメント損失（営業損失）16億75百万円）となりました。 
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（設備機器の製造・販売事業） 

売上高は前年同四半期を0.7％下回る56億95百万円、セグメント利益（営業利益）は前年同四

半期を12.8％下回る１億94百万円となりました。 

（その他） 

売上高は前年同四半期を4.3％下回る１億43百万円、セグメント利益（営業利益）は前年同四

半期を58.4％下回る24百万円となりました。 

 

 

当社グループの主力事業である設備工事事業（空調設備工事）は、通常の営業形態として工事の

完成引渡しが第４四半期連結会計期間に集中する一方、販売費及び一般管理費などの固定費はほぼ

恒常的に発生するため、利益は第４四半期連結会計期間に偏るなど業績に季節的変動があります。

このため、第１四半期連結累計期間から第３四半期連結累計期間までは営業損失、経常損失および

四半期純損失となる傾向にあります。 

 

(2) 財政状態に関する説明 

① 資産、負債および純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、受取手形・完成工事未収入金等が減少した

ことなどにより、前連結会計年度末に比べて145億54百万円減少し、1,929億10百万円となりま

した。 

負債合計は、支払手形・工事未払金等が減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べ

て159億55百万円減少し、975億77百万円となりました。 

また、純資産合計は、自己株式が増加したものの、その他有価証券評価差額金が増加したこ

となどにより、前連結会計年度末に比べて14億01百万円増加し、953億33百万円となりました。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結会計期間末における「現金及び現金同等物」は、前連結会計年度末に比べ

て35億69百万円増加し、346億80百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、38億04百万円の収入（前年同四半期比△79億22百

万円）となりました。これは主に売上債権の減少などの収入が、仕入債務の減少などの支出

を上回ったことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、17億58百万円の収入（前年同四半期は232百万円

の支出）となりました。これは主に投資有価証券の売却による収入によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、30億48百万円の支出（前年同四半期比△22億50百

万円）となりました。これは主に自己株式の取得による支出および配当金の支払いによるも

のであります。 
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 (3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

今後の見通しにつきましては、世界景気は欧州政府債務問題やアジア地域の成長鈍化など不透

明な要因はあるものの、海外経済の持ち直しと国内企業の収益改善を背景に、国内景気は緩やか

に回復基調を続けるものと思われます。 

空調業界におきましては、公共投資、民間設備投資ともに、持ち直し傾向で推移することが予

想されるものの、競争激化により、厳しい経営環境が続くものと思われます。 

このような情勢のもと、当社グループは採算性重視の受注活動とコストダウンの継続および重

点分野への経営資源集中により、収益力の一層の強化と経営の効率化を図り、計画達成に向けて

取り組んでまいります。 

通期の連結業績見通しにつきましては、連結・個別ともに、平成25年５月13日付決算短信にお

いて発表した予想数値を変更しておりません(連結：売上高2,430億円、営業利益56億円、経常利

益64億円、当期純利益37億円、受注高2,400億円、繰越高1,622億円、個別：売上高1,950億円、営

業利益41億円、経常利益51億円、当期純利益30億円、受注高1,950億円、繰越高1,443億円を予定

しております。)。 

当社は、平成25年９月４日、北陸新幹線の設備工事の入札に関して、独占禁止法違反の疑いが

あるとして、公正取引委員会による立入検査を受けました。 

また、当社は、平成26年２月５日、東京地方検察庁特別捜査部による強制捜査および公正取引

委員会による立入検査を受けました。 

当社といたしましては、このたびの事態を厳粛かつ真摯に受け止め、捜査に全面的に協力して

おります。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

なお、第１四半期連結会計期間から、中期経営計画に基づき、重要性が増したタカサゴベトナ

ムCo., Ltd.を連結の範囲に含めております。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の計算 

税金費用については、当第３四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見

積実効税率を使用する方法によって計算しております。 

ただし、税金等調整前四半期純損失となった場合等には、法定実効税率を使用する方法によっ

て計算しております。 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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 (4) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 （継続企業の前提に関する注記） 

 該当事項はありません。 

 

 （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 当第３四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日） 

 該当事項はありません。 

 

 （セグメント情報等） 

 【セグメント情報】 

 前第３四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日） 

 ① 報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 

報告セグメント 
その他 
(注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期 
連結損益
計算書 
計上額 
(注)３ 

設備工事 
事業 

設備機器の
製造・販売

事業 
計 

売上高    

  外部顧客への売上高 162,504 4,492 166,996 137 167,134 － 167,134

  セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

0 1,241 1,242 11 1,254 △1,254 －

計 162,504 5,734 168,238 149 168,388 △1,254 167,134

セグメント利益又は損失(△) △1,675 222 △1,452 57 △1,394 △10 △1,405

(注) １「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産の売買・賃貸、保険代

理店等の事業であります。 

２ セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

 

 ② 報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報 

 （固定資産に係る重要な減損損失） 

 該当事項はありません。 

 

 （のれんの金額の重要な変動） 

 該当事項はありません。 

 

 （重要な負ののれん発生益） 

 該当事項はありません。 
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当第３四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日） 

① 報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 

報告セグメント 
その他 
(注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期 
連結損益
計算書 
計上額 
(注)３ 

設備工事 
事業 

設備機器の
製造・販売

事業 
計 

売上高    

  外部顧客への売上高 146,313 4,523 150,837 131 150,969 － 150,969

  セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

0 1,171 1,172 11 1,183 △1,183 －

計 146,313 5,695 152,009 143 152,152 △1,183 150,969

セグメント利益 493 194 687 24 711 △29 681

(注) １「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産の売買・賃貸、保険代

理店等の事業であります。 

２ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

② 報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

該当事項はありません。 

 

（のれんの金額の重要な変動） 

該当事項はありません。 

 

（重要な負ののれん発生益） 

該当事項はありません。 

 

（重要な後発事象） 

自己株式の消却 

当社は、平成26年２月13日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づき、下記の

とおり自己株式の消却を行うことを決議いたしました。 

① 消却する株式の種類   当社普通株式 

② 消却する株式の数  2,000,000株 

  （消却前発行済株式総数に対する割合 2.33％） 

③ 消却予定日   平成26年３月31日 
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４． 補足情報 

(1) 受注および販売の状況（連結） 

① 受注高     （単位：百万円、％)

 

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

増減(△)額 増減(△)率
(自 平成24年４月１日 (自 平成25年４月１日 

   至  平成24年12月31日)  至  平成25年12月31日)

区  分 金額 構成比 金額 構成比 

 一般設備 113,323 64.7 130,391 66.3 17,067 15.1

 設備工事事業 産業設備 58,159 33.2 60,929 31.0 2,770 4.8

 計 171,483 97.9 191,321 97.3 19,838 11.6

 設備機器の製造・販売事業 3,546 2.0 5,025 2.6 1,479 41.7

 その他 137 0.1 131 0.1 △5 △4.2

合  計 175,167 100.0 196,478 100.0 21,311 12.2

（うち海外） (23,634) (13.5) (30,403) (15.4) (6,769) （28.6)

 
② 売上高     （単位：百万円、％)

 

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間 

増減(△)額 増減(△)率
(自 平成24年４月１日 (自 平成25年４月１日 

   至  平成24年12月31日)  至  平成25年12月31日)

区  分 金額 構成比 金額 構成比 

 一般設備 105,077 62.9 98,450 65.2 △6,626 △6.3

 設備工事事業 産業設備 57,426 34.3 47,862 31.7 △9,563 △16.7

 計 162,504 97.2 146,313 96.9 △16,190 △10.0

 設備機器の製造・販売事業 4,492 2.7 4,523 3.0 31 0.7

 その他 137 0.1 131 0.1 △5 △4.2

合  計 167,134 100.0 150,969 100.0 △16,165 △9.7

（うち海外） (20,397) (12.2) (16,298) (10.8) (△4,098) (△20.1)

 
③ 繰越高     （単位：百万円、％)

 

前第３四半期 当第３四半期 

増減(△)額 増減(△)率
連結会計期間末 連結会計期間末 

(平成24年12月31日) (平成25年12月31日) 

区  分 金額 構成比 金額 構成比 

 一般設備 124,337 74.1 148,633 70.5 24,295 19.5

 設備工事事業 産業設備 41,977 25.0 59,414 28.2 17,436 41.5

 計 166,315 99.1 208,047 98.7 41,731 25.1

 設備機器の製造・販売事業 1,508 0.9 2,741 1.3 1,233 81.8

 その他 ― ― ― ― ― ―

合  計 167,823 100.0 210,788 100.0 42,964 25.6

（うち海外） (11,569) (6.9) (32,672) (15.5) (21,103) (182.4)

 

（注）受注高、売上高および繰越高のセグメント間取引については、相殺消去しております。 
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(2) 受注および販売の状況（個別） 

① 受注高     （単位：百万円、％)

  前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間 

増減(△)額 増減(△)率  (自 平成24年４月１日 (自 平成25年４月１日 

     至  平成24年12月31日)  至 平成25年12月31日)

区  分 金額 構成比 金額 構成比 

設備工事事業 
一般設備 102,590 74.6 119,551 79.6 16,960 16.5

産業設備 34,876 25.4 30,582 20.4 △4,294 △12.3

合  計 137,467 100.0 150,134 100.0 12,666 9.2

 
② 売上高     （単位：百万円、％)

  前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間 

増減(△)額 増減(△)率  (自 平成24年４月１日 (自 平成25年４月１日 

     至  平成24年12月31日)  至 平成25年12月31日)

区  分 金額 構成比 金額 構成比 

設備工事事業 
一般設備 94,546 71.7 87,691 73.6 △6,854 △7.3

産業設備 37,315 28.3 31,451 26.4 △5,863 △15.7

合  計 131,862 100.0 119,143 100.0 △12,718 △9.6

 
③ 繰越高     （単位：百万円、％)

前第３四半期会計期間末
（平成24年12月31日） 

当第３四半期会計期間末
（平成25年12月31日） 増減(△)額 増減(△)率

区  分 金額 構成比 金額 構成比 

設備工事事業 
一般設備 123,585 79.9 147,812 84.3 24,227 19.6

産業設備 31,153 20.1 27,560 15.7 △3,592 △11.5

合  計 154,738 100.0 175,372 100.0 20,634 13.3

 
 以上 
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